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      新しい年に寄せて ～夢に向かって歩み続ける姿を～ 
                                  学校長  堀部 尚久 

あけましておめでとうございます。晴れわたる澄み切った空の下、令和４年（2022年）が穏やかに明け

ました。しかしながら、オミクロン株の感染拡大が懸念される状況でもあり、保護者、地域の皆様方に

おかれましては、新しい年への期待や希望とともに、不安も入り混じる新春をお迎えのことと存じます。

昨年は、「川上小学校にとっての特別な年」でもありましたが、常に温かく本校の教育活動を見守り、支

えていただきましたことに改めて心より感謝申しあげます。本年はまた、川上小学校が新たな第一歩を

踏み出す年でもあり、皆様方にとっても、素晴らしい一年になりますことをお祈りいたします。 

さて、今日から年度末に向かう後期後半５２日間（６年生は４８日間）の本年度の第四ステージが始

まりました。新年を迎えた子どもたちには、笑顔があふれています。どことなく嬉しそうでもあり、溌

溂とした表情さえも伺えます。「今年はこんなことをしたい」「今年はこんなことができたらいいな」「今

年こそはこんなことを頑張りたい」など、自分の夢に向けためあてや目標をもったり、もとうとしたり

していることが笑顔に繋がっているのかも知れません。子どもたちは、どのようなめあてや目標を立て

たのでしょうか。立てようとしているのでしょうか。「夢」に繋がるものが、めあてや目標であると思い

ます。育ちゆく子どもたちにとっては、これからのことはまだ漠然としたものかもしれませんが、子ど

もたちには、常に夢をもち、自分の魅力や強みを活かしながら、自分の夢に向かって歩み続けてほしい

と願っています。 

昔から「一年の計は元旦にあり」といいます。この言葉は、「新しい年を迎えて、自らがこうなりたい

という夢や目標をもつことは有意義であるとともに、そのために、夢や目標の実現に向けて、最初にき

ちんとした計画や準備が必要である」ということを意味しています。いつ、どこで、なにを、どのよう

に取り組んでいくのかという計画を立てているときには、もちろん不安はありますが、楽しみとして感

じることもたくさんあるはずです。すぐにでも実現しそうな気がしてくることもあるかと思います。 

しかし、実際には、夢や目標を実現していくためには、計画に沿って一つひとつ実行していくことが

必要であることは言うまでもありません。また、実行すればうまくいくとも限らず、なかなか思うよう

にできない、計画通りに進まないということもあるかも知れません。そしてそのうち最初の頃の意欲が

萎えて、計画倒れに終わりかねないということもあるはずです。そうしたことを乗り越えて「実行」さ

れることで、計画は「実現」に繋がります。まずは計画に沿って実行し続けることが大切だと考えます。 

今年も沿道での観戦はできませんでしたが、正月の風物詩となった箱根駅伝からたくさんの感動をも

らいました。選手として一本の襷を繋いでゴールに向けて走れるのは各チーム僅か１０人です。一心に

ゴールを目指し、チーム一丸となって母校の襷を繋ぐ駅伝競技ですが、駅伝が繋ぐものは襷だけではな

く、走ることが叶わなかった控えの選手や運営を支えるスタッフ、応援しているすべての人たちの思い

や願いなど、形としては目に見えない様々な「夢」が繋がっているということもテレビ映像を通して伝

わってきました。結果として、圧倒的なチーム力を発揮し、記録ずくめの総合優勝を成し遂げたチーム、

激戦の中でシード権を守り抜いたチーム、自校の記録を塗り替えたチームもありました。その一方で、

残念ながら優勝にはあと一歩届かなかったチーム、来年は過酷な予選会からの挑戦を余儀なくされたチ

ームなど、自分たちの願いが叶わなかったチームもありました。しかし、結果は違っても、選手はもち

ろん、選手を支えたり応援したりしてきた人たちが、「箱根駅伝を走る」という夢の実現を叶えた喜びを

語っている姿を目にすると、この日のために苦しい練習を乗り越え、一人ひとりが「夢」に向かって地

道な努力を重ね続けてきたということが、走り終えたどのチームもからも伝わってきました。 

アスリートと呼ばれる多くの方が、「夢に向かって努力を続ければ、夢は叶うもの」と、様々な機会を

通して語っています。「夢」をもつことは、「生きること」そのものに積極的になることだと思います。

もちろん叶わない夢もあるかもしれませんが、どんなに小さな夢でも、自分がやりたいことをもち、な

りたい自分を思い描き、そして、その夢に向かって努力をし続けていく姿こそ大切なのだと思います。 

本校の子どもたちが、これからも自分の夢や願いをもち、その実現に向かって着実に歩み続けること

を願っています。そのためにも、私たち大人が子どもたちの育ちをしっかりと支えていくことが大切で

す。本年も保護者・地域の皆様方のご理解ご協力、そして温かいご支援をいただきながら、教職員一同、

子どもたちのために最善を尽くしてまいりたいと思います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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